
■会長挨拶 

今日は、たくさんの若

者の話を楽しみにしてい

ます。今年度も残すとこ

ろあと１ヶ月となりまし

た。先日、会長幹事会で

次年度会長幹事への引継

会がありました。次年度近藤会長、田渕幹事宜しくお願

い致します。 

■幹事報告 

・ロータリーの友、ガバナー月信を配布 

■入会式 

 三枝潤也会員（再入会） 

約３年半前に仕事の都合

で出席できず退会させて

頂きましたが、再入会を

認めて頂きありがとうご

ざいました。今回は出席

率にこだわって活動していきますので宜しくお願い致し

ます。仕事は放送製作会社で、主にＴＶ・ﾗｼﾞｵ番組制作、

市町村関係の文化事業のﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ等を行っています。 

■スマイル 

知久会長・鈴木幹事：学生の皆さん、本日はお忙しい中、早朝

よりお話頂き誠にありがとうございます。皆様すばらしい活動

の輪が益々広がり社会貢献に繫がる事を心より祈念致します。 

新世代奉仕プロジェクト：本日は堀様、学生の皆さん卓話あり

がとうございました。これからのご活躍をお祈りしています。 

後藤達朗会員：6月 5日、今年度最後の青空例会が 15名の参加

で開催されました。全体としてレベルの高い戦いとなり優勝は

知久会長です。浜名湖ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ様と知久会長より賞品をいた

だき、多くの方に賞を受けて頂くことができました。終了後に

は表彰式・懇親会を開催し盛り上がる事ができました。慣れな

いゴルフ幹事でご心配やご迷惑をお掛け致しましたが１年間

ありがとうございました。 

知久会長：本年度最後の青空例会で会長賞を用意させていただ

きましたが、私が優勝で持ち帰ってしまい大変失礼致しました。 

金山会員・小林会員・山下会員：祝、鮎開禁！今年も各地で夏

の風物詩鮎釣りが続々開禁になりました。今年はどこの川も気

温が低かった為か鮎の育成が遅く小型が多く低調です。さて、

今年 9月に伊豆の狩野川にて「セキスイハイム東海カップ」鮎

友釣り大会が開催されることになりました。これは小林さんの

お力添えで私の釣友日本一の若き名人京都の高橋祐次君をゲ

ストに迎え、新企画山下さんの企画協力により 150名の釣り師

による大会となり只今選手募集中です。伊豆の国市観光協会の

後援、釣り具ﾒｰｶｰ 13 社の協賛、住宅ﾒｰｶｰの異色の大会となり

釣り師の間では大きな話題となっています。大会は 9月 19日、

18日は子供達への釣り教室もありますので、ご希望の方は温泉

に入りながら遊びに来て下さい。 

池田龍郎：今週末 11 日・12 日の 2 日間に亘って浜名湖ｶﾞｰﾃﾞﾝ

ﾊﾟｰｸ西側駐車場を会場にﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂとｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂの祭典「はまま

つﾎﾟﾝﾎﾟﾝまつり」を開催します。本大会は危険を察知する直感

力と危険回避の技術習得にﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂが有効である事から「交

通安全の啓蒙と実践」を目的に回を重ねてきました。お時間の

許す方は是非会場に足をお運び下さい。 

滝浪寛会員：5月 22日、４姉妹の長女が結婚致しました。幸せ

を祈っています。 

村井睦彦会員：先日は父の葬儀に際しお心遣いありがとうござ

いました。父も喜んでいると思います。 
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オークラアクトシティホテル浜松３Ｆチェルシーの間 
●司会：堀内善弘 山﨑益男 ●点鐘：知久武  
●ゲスト：一般社団法人ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人財ｻﾎﾟｰﾄ浜松 代表 堀永乃様 
       及び学生８名様                           
●議事：新世代奉仕ＰＪ「浜松の学生達のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動ＰＲ事業」 
 
 

 
〈 出席報告 〉 
会員数 ７９名 
出席数 ６８名 出席率 ８６．０７％ 
 
前々回出席率  ９２．３１％ 



  

■議事 

「浜松市内の学生たちのボランティア活動ＰＲ事業」 

講師 堀 永乃 様 

グローバル人材サポート浜

松の活動について、在住外

国人の介護人材の育成で浜

松在住の外国人に対して介

護職についていただくため

の育成を行っています。 

又、次世代育成として大学生を中心とした次世代の育成も行っ

ています。本日参加している学生のほとんどが浜松以外の出身

です。今後人口減少や若者流出の可能性がある浜松で、学生た

ちが浜松で生活し、浜松で就職し、浜松で家庭を築いていける

ように活動しています。 

具体的には、学生ボランティアネットワークで社会貢献活動を

行っています。普段は学生として学問にはげんでいますが、身

近のさまざまな課題について気づき、それをどのようにして解

決していくかを取り組んでいます。そんな学生同士でネットワ

ークを作り団体の質の向上、学生の知識、技術の向上を図りよ

りよい社会創りを目指しています。 

現在、11 団体のﾘｰﾀﾞｰ、副ﾘｰﾀﾞｰ 22 名で構成しています。今日

は 4団体に話をして頂きます。 

 

ＷＩＳＨ（Wide International Support in Hamamatsu） 

静岡文化芸術大学 ３年 髙橋由多 

静岡大学     ２年 金丸幸稔 

外国人の子どもへの教育支

援を行う団体で静岡文化芸

術大学、静岡大学、浜松学院

大学の学生 34名で構成。 

日本文化と母国文化、言語の

違いから不登校や不就学と

いった問題を起こしてしま

う事で教育を受ける機会を

奪われることがないように

さまざまな活動をしていま

す。 

日本生まれ日本育ちの外国人子どもの 30％が日本文化でなく

親の母国文化で育っている現状で、そのまま日本の公立小中学 

 

校に入学し、字の読み書きができない、日本語が話せない等の

文化習慣・言語の違いから不登校や不就学につながっています。 

WISHでは、親が持つ日本の公立小学校への入学に対する不安と

偏見を軽減する事として、外国籍児童就学前学校体験教室「ぴ

よぴよクラス」、就学後教育支援「ＳＡＴ（Super Assistant 

Teacher）」を行っています。「ぴよぴよクラス」では就学前に 

小学校の体験教室を開き、給食や掃除、机を並べての模擬授業

などを行っています。「SAT」では、実際の授業において、外国

籍児童の学習面・生活面での困難をサポートしています。これ

らの活動で児童にとって、友達ができる・学校は楽しい場所と

いう認識を持ち自信を持つことで不安を解消し、保護者にとっ

て日本の公立小学校とは何かを知ることで先入観・偏見を解消 

し、安心感・信頼感を持つことができます。 

これらの活動で外国籍児童と関わることで WISH の学生

はグローバルな視点を持つことができ、異文化理解にも

つながっています。又、社会に出る前に社会人としての

マナーを学ぶことができ、成長させて頂いています。 

今後も外国籍児童の理解と協力を求め支援活動を充実さ

せていきたいです。 

 

Thunder Birds ～僕らが今できること 

                  代表 吉田 真由美 

                  副代表 増田 桂奈 

2008 年の四川省大震災の支

援活動として発足しました。

「必要なところに必要な支

援を僕らが今できること」を

モットーに日々活動してい

ます。学生自らが考え行動す

ることで自信の成長を感じると共に浜松の地域が元気になる

ことを目標にしています。さまざまな活動の中で今日は、「ま

もろーる」の活動について紹介致します。都田小学校と細江警

察署と連携して行っている活動で、小学生の下校見回りのボラ

ンティアです。児童の集団下校に付き添い安全を守ると共に住

民のつながりを深め防犯意識を高める事を目的にしています。

パトロール活動をすることで住民の地域に対する安心感が生

まれ安心安全な都田地域づくりに貢献しています。 

Thunder Birds の活動を行うことで学生自身の成長を感じて

います。コミュニケーション能力や人前で発言する機会が増え
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積極的になり自信につながっています。 

 

ＨＧＵ防災サークル 

代表 村田 

「命を守る」をテーマに活動

し、東日本大震災支援活動を

行い現地の今を伝えていま

す。現地でボランティア活動

をして災害の悲惨さ、命の大

切さ、命を守る事の重要さを

教えられました。南海トラフでの地震が想定されているこの浜

松で大切な人の命を守るため活動しています。主な活動として

東日本大震災の現地へ年２回春と秋に行きボランティア活動

をしています。今は心のケアを中心に現地のニーズに応えてい

ます。現地での活動を浜松に持ち帰り写真展などのイベントを

通して現地の今を伝えています。又、大きな災害や地震が起き

た時、緊急義援金活動を行っています。 

今後の目標として、災害に負けない強い社会をつくることです。

そのためには地域コミュニティを構築し自分たちの住む地域

の水害、がけ崩れ箇所などの防災上の注意点を認識する事が重

要と考えています。 

 

ハロー砂山 

代表 山田 

駅南サザンクロスの復興を

テーマに活動しています。 

駅南サザンクロスは日本で

も有名なシャッター通りと

なってしまい、これまで何

度か活性化が取り組まれま

したがどれも失敗に終わりました。毎月第一、第三土曜日に朝

市が開かれていますが、その時には多くの人が集まります。現

地調査してみると若者の利用率が低く 60～80 歳の利用者がほ

とんどでした。 

サザンクロス活性化の条件として、①普段から人が来る事  

②老若男女が来る事 ③シャッターが開く事 と考えていま

す。今は第三土曜日朝市に参加し NPO法人とうもんの里の商品

を販売させてもらい活動しています。この活動は静岡新聞にも

掲載されました。今後はサザンクロス関係者との協働を増やし

イベント開催など若者が集まるためのきっかけを作っていき

たいです。 

 

 

 


